









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
小学校説明文教材の構造と表現に関する基礎的研究（5）

























































































































名 詞 355 51.2
動 詞 227 32.8
形 容 詞 31 4.5
形 容 動 詞 11 1.6
副 詞 34 4.9
連 体 詞 17 2.5
接 続 詞 16 2.3
感 動 詞 2 0.3














































































































































文　　　　　 長 6.6 極めて小
引　　用　　文 7.2 小
接続詞をもつ文 18.2% 普通（大きめ）













































































































































- 白鷹」「釘 - 作る」は
もっとも頻度の高い
「釘-古代」と対置され、
千年の時を超え、現代
の職人が古代の職人の
技術水準に負けないも
のを作るために「いど
語 頻度
釘 36
古代 14
職人 11
鉄 11
千年 10
白鷹 10
建物 7
節 7
ヒノキ 6
現代 5
薬師寺 4
かじ 4
純度 4
せんい 4
東塔 3
方法 3
頭 3
炭素 3
表₁
共起関係 頻度
釘
古代 8
白鷹
7
作る
現代
5作る
打ちこむ
釘
4
純度
できる
節
ヒノキ せんい
薬師寺 塔
3
現代
古代
作る
作る 方法
千年
釘
建物
思う
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む」ことを象徴するも
のであり、以下、頻度
₅および頻度₄のペア
も白鷹さんが「いどむ」
過程で釘づくりを様々
に模索したプロセスを
象徴するものである。
実験における釘の刺さ
り方、節のよけ方など
と釘の硬さなどとの関
係の描写は、実に微視
的で小学校教材として
読むことの学習を行なう際には邪魔になるほどの微細
な情報が記述されている。しかし、そうした克明な描
写は、古代の技術水準の高さを物語る際に写実性・信
憑性を高めるために効果的であるともいえよう。
さて、文章の叙述をより細かく豊かにするのが、い
わゆる修飾語の役割となるが、形容詞の使用頻度に着
目してみると、頻度₃の語は「高い」「かたい」で、
◦こうして作られた鉄は、きわめて純度が高い。
◦純度の高い鉄は、さびにくい。
◦製鉄会社に相談して、特別に純度の高い鉄を用意
してもらうことにした。
いずれも釘自体の材質にかかわるものである。頻度₂
は「すばらしい」「太い」「細い」「やわらかい」で、
◦できた当時の薬師寺には、東塔と西塔、御本尊を
まつる金堂、おぼうさんたちが修行をする大講
堂など、七つのすばらしい建物が空に向かって
そびえ立っていた。
◦千年も前のかじ職人たちは、歴史に名を残すこと
もなく去っていった。それでも、すばらしいこ
とをやりとげた。
◦古代の釘は、よく見ると不思議な形をしている。
先からだんだん太くなって、頭の近くになると
また細くなっている。
◦太い鉄でできた釘が、生き物のように節をよけた
のである。
◦少し細くなっている釘の頭のほうや、でこぼこし
ている先のほうは、打ちこんだときに釘とヒノ
キの間にわずかなすき間ができる。
◦釘は、かたすぎてもやわらかすぎてもいけない。
やわらかいと、しっかりヒノキにつきささらな
いし、かたすぎると、木のせんいや節をつぶし
てしまう。
とあり、古代の建築物や技術に対する称賛、形状の説
明、試行過程での釘の性質などの描写を助けている。
この文章の構造面に着目すると、形式段落で最初の
₅つが「はじめ」にあたる。冒頭で
◦千年先のわたしたちの周りはどうなっているだ
ろう。
◦あのビル、あのマンション、そして、わたしたち
の住んでいる家々。きっと、かげも形もないだ
ろう。
と問いかけと対応する答えとが示される。子ども向け
文章では興味関心を喚起するために、よく用いられる
手法である。体言止めも10か所あまり見られ、口語調
でありながら印象をより深めようとする叙述上の工夫
ともいえよう。
第₆段落と第₇段落は、「なか（1）」で、
◦「釘なんて、いつの時代でも同じではないのか。」
そう考えるかもしれない。しかし、それはちがう。
問いかけ文の後に判断（不確実性）をあらわす表現を
用い、すぐさま逆接の「しかし」と打ち消し文により、
後続の内容をより強調する効果をねらっている。さら
には、
◦写真の、古代の釘を見てほしい。これが釘かと思
えるほどの大きさではないか。長さが三十セン
チメートルもある。それだけではない。材料の
性質もちがう。古代の釘も現代の釘も、材料が
鉄であることに変わりはない。
と語り掛け、問いかけの表現を用い、形状の違いを提
示したのちに、いったん同じ鉄であるとの前提を示し
た後に、
◦しかし、現代の鉄は、製鉄所で作られるときに
大量生産と加工がしやすいように、いろいろな
ものが混ぜられる。つまり鉄の純度が低いのだ。
これに対して、古代の鉄はどうか。
と逆接、説明の累加にはノダ文が用いられ決定的に質
に相違があることを述べる。その内容を導くために、
「これに対して」と呼応する疑問「か」で、古代の鉄と
その鉄から作られた釘がいかに優秀なものであったか
が導き出されている。
第₈段落は「なか（2）」で
釘
調べる
3
釘
ヒノキ
頭
鉄
古代
現代
高い
純度 高い
白鷹 作る
ヒノキ もどる
表₂
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◦どうしてこんな形になっているのだろう。白鷹さ
んは、調べてみて、おどろくべきことを発見した。
釘と木材の関係だ。
疑問形式からはじまり、やや仰々しいが「おどろくべ
きこと」そして漢語サ変動詞「発見した」とし、その
内容が「釘と木材の関係」であることを提示する。「見
つけた」「見出した」に比べれば漢語サ変動詞「発見す
る」は硬く仰々しい表現となり、それだけ意味も強調
されることになる。
第₉段落、第10段落は「なか（3）」で
◦白鷹さんは、形だけでなく、釘のかたさにもひみ
つがあることを発見した。釘は、かたすぎても
やわらかすぎてもいけない。
やはり漢語サ変動詞「発見する」を用いつつ、話題の
中心が「かたさ」であり、それは「ひみつ」という語で
提示される。語は指示内容とともに語感も意味のひと
つと考えられ、あることがらをあらわすのに、いくつ
かの表現方法があるなかで、なぜその語句や表現が選
択されているかとの問いは、言語感覚を磨くうえで
もっと教室でも考えられてよい問題であると思われ
る。さらに、
◦するとこの釘は、おどろいたことに、節をわら
ないように、ぐるりとその節をよけて曲がった。
太い鉄でできた釘が、生き物のように節をよけ
たのである。古代の職人たちは、ちゃんとこの
ことを知っていたのだ。
古代の釘が「生き物のように」という比喩のもたらす
表現効果、釘の動きを描写するに挿入された「おどろ
いたことに」は、白鷹さんの試行錯誤を描くのである
から白鷹さんの視点から描いているようで、実は語り
手の視点もそこに重ねられており、「のである」「のだ」
とノダ文を重ねることで古代の職人たちの技量の高さ
を畳みかけるように強調されている。
第11段落は「おわり」で、白鷹さんの行動描写が畳
みかけるようになされる。それは、
白鷹さんは、納得のいく釘を完成させるまで、何
本も何本も 作り直した。
薬師寺の工事が始まって、釘を宮大工の人たち
にわたすようになってからも、改良を続けた。
そうして、これまで二万四千本もの釘を作って
きた。
それでも、白鷹さんは、もっといい釘を作ろう
としている。
と複合動詞の後項要素は「直す」「続ける」と動作が繰
り返され、続くさまをあらわすものが用いられ、助詞
「も」も並列的に累加しつつ、同種のものが際限なく
存在することを言外に暗示するような表現をとってい
る。「としている」は表題の「いどむ」同様に白鷹さん
の職人としてのプライドに裏打ちされた確固たる意志
が感じられる。後続する「千年も前のかじ職人たちは、
歴史に名を残すこともなく去っていった。それでも、
すばらしいことをやりとげた。この職人たちに負ける
わけにはいかないのだ。」は語り手が白鷹さんの不屈
の努力をノダ文で評価的にとらえなおし、さらに、
「千年先のことは、わしにも分からんよ。だけど、
自分の作ったこの釘が残っていてほしいなあ。千
年先に、もしかじ職人がいて、この釘を見たと
きに、おお、こいつもやりよるわいと思ってく
れたらうれしいね。逆に、ああ、千年前のやつ
は下手くそだと思われるのははずかしい。笑わ
れるのはもっといやだ。これは職人というもの
の意地だね。」
と、白鷹さん自身のことばで自らの営みの根底にある
思いが語られる。自身のことばだけに、このセリフは
重い意味をもつ。本文中では「笑う」という行動描写
が白鷹さんの台詞に現れる「逆に、ああ、千年前のや
つは下手くそだと思われるのははずかしい。笑われる
のはもっといやだ。」と末尾の「白鷹さんは笑った。千
年前の職人たちも、同じことを思っていたのかもしれ
ない。」との2か所である。「笑う」に至った事情が本質
的に異なることは言うまでもないが、「千年も前のか
じ職人たちは、歴史に名を残すこともなく去っていっ
た。それでも、すばらしいことをやりとげた。」との
記述と「千年前の職人たちも、同じことを思っていた
のかもしれない。」との語り手による推測は、ぼかし
て余韻を残す叙述でありながら、かえって白鷹さんの
仕事や生きざまを「職人の意地」として語り、屈託な
く笑うという行動描写で対照的に描こうとしている点
も印象的である。
文章の構造自体は、「はじめ－なか－おわり」との
基本に沿ったものであるが、「なか」は「大きさや材質」
「形状」「かたさと職人の知恵」に分けて詳述され、「建
物（薬師寺、東塔と西塔、金堂、講堂など）＞職人と
材料（宮大工・かわら職人・かじ職人）＞釘・木材の
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繊維や節」と話材に当てるスポットライトを段階的に
絞り、建物とそれを構成する材料との具体物から、職
人の知恵と技という抽象的なものへと、しだいに微視
的かつ抽象化された内容に先鋭化されていく。援用さ
れた挿絵のような微視的視点は、子どもがふつうに観
察できるレベルのものではない。したがって、抽象度
は高く、ひとつひとつの語句や表現の意味するところ
を丁寧にたどりながら、それが論旨を支えるためにい
かなる働きをしているのか、丁寧に見極めていかなけ
ればならない。そして題目にもある通り、釘₁本とい
えども、職人のプライドをかけたたゆまざる営みは、
まさに白鷹さんが生涯かけていどんだものにほかなら
ない。古代の職人の知恵とそれを解き明かそうとする
現代の職人の挑戦、まさに微視的な情報に支えられて
浮かび上がる職人のプライドと技、そして生きざまは、
高学年の学習材としては軽く読み進めるだけでは惜し
い素材であろう。
₄．おわりに
この文章は、和語中心であるため、いくぶんか柔ら
かめのリズムでありながら、時に体言止めや問いかけ、
台詞を交えるなど、ドキュメンタリー調を基調として、
きびきびとした起伏のある語りの文体といえる。読み
手に親しみを込めて寄り添うデス・マス調の文末を取
らなかったことも要因としては大きいだろう。字数換
算でいえば、平均して₁文あたり25.9字ほどの文で構
成されている。₂節でも文に含まれる自立語数から文
の長さを割り出し、かなり短いことをみてきたが、一
般に名のある近代作家の文章の₁文あたりの平均字数
は30字台の半ば、またこれは大人が語りや読み聞かせ
を行なう際に息継ぎをせずに一息で読める字数とも符
合するがそれよりも10字ほど短い。無駄のない明晰な
表現で知られる小説の神様志賀直哉が、作品にもよる
が₁文あたり20字前後で綴っているのに近い簡潔でき
びきびしたリズムを内包した文体といえる。子ども向
け文章では、「捕獲する」ではなく「捕まえる」とする
など、語の難易度を下げる意味合いから和語主体の描
写になるうえ、
◦古代の職人たちは、ちゃんとこのことを知ってい
たのだ。
◦そうして、これまで二万四千本もの釘を作ってきた。
と口語的語り口を示す語も散見される。「あのビル、
あのマンション、そして、わたしたちの住んでいる
家々。」ほか事実を淡々と説明していく文脈では「そ
して」が₃か所で用いられ、「そうして、これまで
二万四千本もの釘を作ってきた。」と職人としてのプ
ライドに裏打ちされた優れた仕事に言及する場面で₁
か所だけ「そうして」が現われる。とりわけ語り手の
思いのこもる文脈であるために口語性の強い表現が現
われたのであろう。語り手の語りにそれだけ力がこ
もっているということである。
辞書的な語義の把握、文脈理解、適切な思考力や想
像力の発露も読みを支えるが、文体のありよう、なぜ
「見つけた」ではなく「発見した」と筆者は言いたかっ
たのか。語はそれぞれ文体的価値をもって、そこにあ
る必然性をもって配置されていることを大切にできれ
ば、書き手や語り手の思いはもっと読み手や聞き手に
届きやすくなるだろう。ことば漬けの学習は効率性や
体系性に優れていても、学習者を飽きさせるだけであ
る。日々の学習の中で漠然と感じた語句や表現、語り
口などのイメージを拾い上げ、その都度、自分のこと
ばで振り返ることができたなら、学習者の言語感覚は
確実に磨かれていくといえるのだろう。
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